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る古生物学的研 究 のす べ てを網 姓 し,Cambrian
から Quaternary までの地層中から発見記載された
化石の全部を紹介し,参考文献をも残らず 示 して い
る｡
















































革命の意義を認めながらも,人 民党 の Khanathi-
patai (集団独裁)に抵抗して王位を退いたラーマ7
世にたいしては,同情的である｡この立場は,タイの
中間層知識人にあまねく共通する考え方でもある｡
本書は,タイのすべての本に見られる特色を備え,
なまの資料をそのまま羅列する傾向をやはり脱し切れ
ずにいる｡それに加えてたとえ は ThaiNoiの本
(｢10人の総理大臣｣)などと比べると,個々の政治
家の性格にたいする関心が幾分稀薄で,部分的にはま
ったく面白みを欠く｡そのほか,もし歴史的脈絡を重
んずるならば当然触れるべき事柄がとはされているの
が目立つ｡人民党の形成過程についての説 明が弱 い
し,革命直後の国王の心理,プラヤー･マノーパコ-ソ
の政治的性格についてのコメント,壬党坂乱(1933年)
の際のポワラデート親王の動機と当時の国王の心境,
1933年のタイ国初の総選挙についての記述,などが落
ちている｡いずれも,重要な事柄なので,惜 しまれ
る｡こういう凧に,歴史の内的連関性を実証的に読む
努力が欠けるところに,タイのこうした歴史書一般の
欠点がある｡こうした非歴史的な思惟様式がタイに目
立つのはなぜだろうかO
これらの欠点にもかかわらず,あえて本書を推すの
は,やはり,一つの大部なシリー ズで現代史をカバー
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しようとする雄大な構想 が買 えるからであり,同時
に,特定個人の太鼓持ちが多い類書のなか で,や は
り,一つの理念で叙述を貫いている点は馬鹿にできな
いからだ｡本書に続く ｢暗黒の時代｣ではピブ-ソが
中心的に登場するが,そこでは,かなり動機還元法的
手法がとられ,面白くなっている｡本書が少しく図式
的になったのは,対象として扱った時代の性格の反映
なのかも知れない｡
出版されたのは少し古いが,本書はいまでも入手で
きるので,後で発売された残る2書と共に推薦してお
く｡ (矢野 暢)
FredW.Riggs.Thailand-The Modern-
izationofaBureaucraticPolity.Honolulu:
East-WestCenterPress,1966.x+470p.
本書は,一級の比較政治学者リッグス教授がものに
した野心的なモノグラフである｡リツグスは,従来
は,もっぱら新興諸国政治についての理論づくりで知
られていた｡理論派の筆頭が,こうしたこのうえなく
実証的なしかも大部なケースワークをなしうるのだか
ら,その底力は怖るべきものである｡
リッグスの従来の理論の核心は,移行社会 (transi-
tionalsociety) という概念- かれはそれをプリズ
ム的社会 (prismaticsociety)とよぶ- であった｡
その意味で,リッグスの理論は,多かれ少なかれ,伝
統社会から近代社会-の移行という,歴史的展望を備
えるのである｡リッグスの一見観念的な理論は,その
点で,きわめて現実的たりうる要因を秘め ていた の
だ｡その点が,見事に示し出されたのが本書 であ ろ
う｡
タイ国政治の高度の研究としては,これまでウイル
スソのものがあったが,ウィルスソは現代の統治構造
の構造的分析に関心を寄せたのに反し,リッグスは,
タイの統治構造の歴史的変遷に焦点を合まっせた.戴述
は,19世紀中期にはじまり現代にまで至る｡そして,
その構想は雄大である｡
第1部は,タイの伝統的政体を扱い,第2部は,メ
イ国がたどった近代化の歴史的過程を扱う｡ここらに
展開される近代化の理論は,行政学的な立場からのも
のであれ,なかなか興味深く,特に,農林省のなかに
デスクをもらって行なった,農林省の変遷の研究は,
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